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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 172,194 △5.9 2,794 ― 1,665 ― 1,620 ―
21年3月期第3四半期 183,070 ― △1,242 ― △1,891 ― △4,603 ―

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 2,530.75 2,526.50
21年3月期第3四半期 △7,189.84 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 114,868 33,409 27.8 49,953.43
21年3月期 131,343 31,957 23.2 47,547.58

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  31,982百万円 21年3月期  30,441百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
22年3月期 ― 0.00 ―
22年3月期 

（予想）
0.00 0.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 258,000 2.5 4,500 ― 3,200 ― 1,400 ― 2,186.67
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  有  

［（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。］ 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
［（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。］ 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

［（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。］ 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
  業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本発表資料日現在にお
ける仮定を前提としています。実際の業績は、今後、様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 1社 （社名 アイ・テイー・テレコム株式会社 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 640,240株 21年3月期  640,240株
② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  ―株 21年3月期  ―株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 640,240株 21年3月期第3四半期 640,240株
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、政府の景気刺激効果等により一部に回復の動きも

見られるものの、設備投資や輸出環境、雇用情勢等を中心とした景気の先行き不透明感はぬぐい切れず、

全体としては先行き不透明な状況が続いております。 

このような経営環境の下、当社グループは、平成20年12月に発表した「経営構造改革」に基づき、目

下積極的な事業展開を推進しております。本施策の一環として、当社は昨年４月１日付で、経営資源の

集中を図ることを目的に、当社（存続会社）の子会社でありましたアイ・ティー・テレコム㈱（消滅会

社）と合併いたしました。 

また同時に、今後の市場環境と事業の成長性を勘案し、グループ内での事業間シナジーの最大化を図

り、より効率的な経営資源の活用を促進するため、事業ポートフォリオの見直しも併せて実行してまい

りました。 

以上の事由により、当社グループ事業を新たな事業セグメントに区分することが妥当であると判断し、

第１四半期連結会計期間より、従来の「ライフサイエンス事業」、「ネットワーク＆テクノロジー事業」、

「モバイル事業」、「ビジネスイノベーション事業」の４事業セグメントから、当社グループがこれま

で培ってきたノウハウである情報通信サービスを基盤とし、携帯電話販売を中心とする「テレコム事業」

と、医療ヘルスケア分野、ネットワークソリューション分野等でサービスやソリューションを提供する

「サービス＆ソリューション事業」の２事業セグメントに事業区分を変更しております。 

 

このような状況下、当第３四半期連結累計期間のテレコム事業においては、昨年５月に発表いたしま

した、ソニーマーケティング㈱及びパナソニックテレコム㈱からの事業承継等による販売チャネルの拡

大が売上高の増加に繋がった一方、利益面においても、携帯電話販売市場における割賦販売方式の浸透

や、当社の販売チャネルの拡大・効率化等により収益体質の安定強化が進んだことに加えて、当社と子

会社であったアイ・ティー・テレコム㈱との合併等により経営効率が向上したことで、前年同四半期と

比べて営業利益が大幅に改善いたしました。一方サービス＆ソリューション事業においても、一部で景

気低迷の煽りを受けたものの、事業の効率化及び不採算事業からの撤退が順調に進展した結果、前年同

四半期から一転、営業利益を計上しております。 

 

当第３四半期連結累計期間における業績につきましては、テレコム事業における販売チャネルの拡大

等による売上増加要因があったものの、前連結会計年度における子会社売却等の影響があり、売上高は

1,721億94百万円（対前年同四半期比5.9％減）となりました。 

一方利益面においては、テレコム事業における収益性の向上に加えて、経営資源の集中による効率化

及び不採算事業からの撤退を推し進めた効果等により、営業利益は27億94百万円（前年同四半期は12億

42百万円の営業損失）となりました。受取利息１億71百万円、支払利息８億31百万円、持分法による投

資損失２億30百万円等を計上した結果、経常利益は16億65百万円（前年同四半期は18億91百万円の経常

損失）となり、前年同四半期において営業損失及び経常損失を計上したのに対し、いずれも黒字に転換

いたしました。 

また、関係会社株式売却益14億77百万円、投資有価証券売却益６億42百万円等による特別利益22億62

百万円、投資有価証券評価損４億15百万円、減損損失３億30百万円、投資有価証券売却損２億19百万円

等による特別損失15億76百万円を計上した結果、税金等調整前四半期純利益は23億52百万円（前年同四

半期は41億99百万円の税金等調整前四半期純損失）となりました。税金費用等を控除した結果、四半期

純利益は16億20百万円（前年同四半期は46億３百万円の四半期純損失）となりました。 
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なお、連結子会社でありました㈱ブロードリーフについては、当第３四半期連結会計期間において

当社が保有株式を売却したことに伴い、連結の範囲から除外しておりますが、当第３四半期連結累計期

間の連結損益計算書には、同社の損益を含めております。 

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

なお、前年同四半期比の算出については、前年同四半期の組替後の数値を使用しております。 

 

［テレコム事業］ 

当第３四半期連結累計期間におきましては、昨年５月に発表いたしましたソニーマーケティング㈱及

びパナソニックテレコム㈱からの事業承継等による販売チャネルの拡大が業績に寄与し、売上高は対前

年同四半期比22.2％増の1,345億99百万円となりました。また、営業利益については、収益体質の安定強

化や経営効率の向上等により、対前年同四半期比200.3％増の32億11百万円と、大幅に改善いたしました。 

 

［サービス＆ソリューション事業］ 

当第３四半期連結累計期間におきましては、売上高については400億59百万円となり、前連結会計年度

において子会社を売却したこと等の影響があり、対前年同四半期比で46.5％減少いたしました。一方利

益面においては、事業の見直しや前連結会計年度において不採算事業からの撤退を進めた効果等があり、

営業利益は損失を計上した前年同四半期と比べて21億67百万円改善し、６億22百万円となりました。 

 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

連結貸借対照表の変動といたしましては、前連結会計年度末と比較しますと、借入金の返済や子会社

並びに投資有価証券の売却を行ったこと等により、当第３四半期連結会計期間末の総資産は164億74百万

円減少し、1,148億68百万円となりました。四半期純利益16億20百万円を計上した結果、純資産は334億

９百万円となりました。この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の23.2%から27.8%となりました。 

 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

連結業績予想につきましては、昨年11月６日に公表いたしました数値から変更はございません。 
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４．その他 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

社名：アイ・ティー・テレコム㈱ 

異動理由：当社（存続会社）は平成21年４月１日に、当社の子会社でありましたアイ・ティー・ 

テレコム㈱（消滅会社）と合併いたしました。 

なお、当第３四半期連結累計期間における上記以外の連結子会社の異動状況は次のとおりであ 

ります。 

（増加）  （減少） 

ITXコミュニケーションズ㈱    TL   （株式取得） 

他３社 

 

ＮＯＣ日本アウトソーシング㈱       ＳＳ  （合併による消滅） 

㈱ブロードリーフ                 ＳＳ  （株式売却） 

ＩＴＸｲﾉﾍﾞー ｼｮﾝ１号投資事業組合    ＳＳ   （清算） 

他11社 

 

(注) １  事業別セグメント区分 ／ TL：テレコム事業、 ＳＳ：サービス＆ソリューション事業 

２  （ ）内は異動理由 

３ 当社はソニーマーケティング㈱の事業分割により㈱エスエムオージェー・モバイルコミュニケーションズの全株式を取得し、 

連結子会社としました。その後同社は、社名をＩＴＸコミュニケーションズ㈱に変更しております。 

４  ＮＯＣ日本アウトソーシング㈱は、㈱アトラクスを存続会社として、同社及びスリーエス・パートナーズ㈱と合併いたしました。 

なお、㈱アトラクスは合併後、社名をＮＯＣ日本アウトソーシング㈱に変更しております。 

 

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

簡便な会計処理 

①棚卸資産の評価方法 

一部の連結子会社においては、当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関して、実

地棚卸を省略し、前連結会計年度末に係る実地棚卸高を基礎として、合理的な方法により算

出する方法によっております。 

②固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按

分して算定する方法によっております。 

 

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

投資育成有価証券売上高及び売上原価の表示方法の変更 

従来、投資育成目的の有価証券については、売却金額を売上高として計上し、また、売却する

有価証券の帳簿価額及び評価損等を売上原価として計上しておりましたが、当社は平成20年12

月に公表いたしました「経営構造改革」におきまして、ＣＶＣ事業をはじめとするキャピタルゲ

インを目的とした純投資事業からの撤退を発表しております。この方針に伴い、第１四半期連結

会計期間より売却損益を原則特別損益へ計上する方法に変更いたしました。この結果、従来の方

法によった場合に比べて、売上総利益及び営業利益が８億91百万円それぞれ減少しております。 
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 21,717 25,665

受取手形及び売掛金 26,391 29,149

有価証券 － 199

商品及び製品 12,155 7,860

仕掛品 248 284

その他 8,113 7,444

貸倒引当金 △298 △434

流動資産合計 68,328 70,168

固定資産   

有形固定資産 6,245 6,532

無形固定資産   

のれん 27,051 37,561

その他 1,407 2,957

無形固定資産合計 28,458 40,519

投資その他の資産   

投資有価証券 4,107 2,710

その他 8,763 12,405

貸倒引当金 △1,036 △992

投資その他の資産合計 11,834 14,123

固定資産合計 46,539 61,174

資産合計 114,868 131,343

ＩＴＸ㈱（２７２５）平成22年３月期　第３四半期決算短信

6



（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 22,975 21,604

短期借入金 5,906 6,935

1年内返済予定の長期借入金 7,524 14,865

未払法人税等 250 1,131

引当金 7 61

その他 8,837 11,234

流動負債合計 45,502 55,832

固定負債   

社債 360 200

長期借入金 33,379 41,705

退職給付引当金 1,471 1,342

その他の引当金 29 40

その他 716 263

固定負債合計 35,956 43,552

負債合計 81,459 99,385

純資産の部   

株主資本   

資本金 25,443 25,443

資本剰余金 18,005 18,005

利益剰余金 △9,150 △10,772

株主資本合計 34,298 32,676

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △372 △679

繰延ヘッジ損益 △534 △85

土地再評価差額金 △113 △113

為替換算調整勘定 △1,296 △1,357

評価・換算差額等合計 △2,316 △2,234

少数株主持分 1,427 1,515

純資産合計 33,409 31,957

負債純資産合計 114,868 131,343
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 183,070 172,194

売上原価 148,379 136,661

売上総利益 34,690 35,533

販売費及び一般管理費 35,933 32,739

営業利益又は営業損失（△） △1,242 2,794

営業外収益   

受取利息 312 171

受取配当金 11 8

投資有価証券売却益 18 －

投資事業組合運用益 224 －

その他 292 205

営業外収益合計 860 385

営業外費用   

支払利息 1,026 831

持分法による投資損失 357 230

その他 125 452

営業外費用合計 1,508 1,514

経常利益又は経常損失（△） △1,891 1,665

特別利益   

固定資産売却益 0 0

関係会社株式売却益 － 1,477

投資有価証券売却益 － 642

持分変動利益 41 －

受取和解金 74 －

その他 68 142

特別利益合計 184 2,262

特別損失   

固定資産除売却損 44 77

投資有価証券評価損 1,314 415

投資有価証券売却損 － 219

減損損失 951 330

その他 181 533

特別損失合計 2,492 1,576

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△4,199 2,352

法人税、住民税及び事業税 1,198 506

法人税等還付税額 △716 －

法人税等調整額 44 177

法人税等合計 525 683

少数株主利益又は少数株主損失（△） △122 48

四半期純利益又は四半期純損失（△） △4,603 1,620
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△4,199 2,352

減価償却費 2,228 2,036

減損損失 951 330

のれん償却額 2,579 2,487

貸倒引当金の増減額（△は減少） 320 △32

退職給付引当金の増減額（△は減少） 68 122

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △8 △41

受取利息及び受取配当金 △324 △179

支払利息 1,026 831

持分法による投資損益（△は益） 357 230

投資有価証券売却損益（△は益） △18 △422

持分変動損益（△は益） △9 －

投資有価証券評価損益（△は益） 1,314 415

関係会社株式売却損益（△は益） △5 △1,380

投資育成有価証券の増減額（△は増加） 1,973 －

売上債権の増減額（△は増加） 13,142 1,705

たな卸資産の増減額（△は増加） 600 △2,476

仕入債務の増減額（△は減少） △8,869 1,892

その他の資産の増減額（△は増加） △1,605 1,106

その他の負債の増減額（△は減少） △1,079 △656

その他 △343 868

小計 8,100 9,191

利息及び配当金の受取額 357 271

利息の支払額 △926 △687

法人税等の還付額 311 101

法人税等の支払額 △1,802 △1,787

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,040 7,089
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(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △200 －

有価証券の売却及び償還による収入 － 200

有形固定資産の取得による支出 △1,222 △1,415

有形固定資産の売却による収入 36 12

無形固定資産の取得による支出 △1,582 △1,218

投資有価証券の取得による支出 △627 △142

投資有価証券の売却及び償還による収入 611 869

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

－ △372

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
支出

△95 △21

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
収入

－ 17,578

子会社株式の取得による支出 △897 △800

短期貸付金の純増減額（△は増加） 613 △1,742

長期貸付けによる支出 △90 △4

長期貸付金の回収による収入 117 98

営業譲受による支出 △70 △6,851

事業譲渡による収入 － 95

その他の支出 △881 △298

その他の収入 627 567

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,661 6,554

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △3,251 △2,016

長期借入れによる収入 4,151 28,709

長期借入金の返済による支出 △6,457 △44,446

社債の発行による収入 375 200

社債の償還による支出 △185 －

少数株主からの払込みによる収入 146 －

少数株主への配当金の支払額 △81 △122

その他 △25 △57

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,328 △17,732

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1 △11

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,950 △4,100

現金及び現金同等物の期首残高 25,311 25,623

非連結子会社との合併に伴う現金及び現金同等物の
増加額

170 87

現金及び現金同等物の四半期末残高 22,531 21,610
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（４）継続企業の前提に関する注記 

   該当事項はありません。 

 

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

      該当事項はありません。 

 

６.その他の情報 

 事業の種類別売上高・営業利益 

                                          （単位：百万円） 

 

 

前第３四半期連結累計期間

（自 平成20年４月１日 

 至 平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間 

（自 平成21年４月１日 

 至 平成21年12月31日） 

増減率（％）

売上高  110,163  134,599 22.2
テレコム事業 

営業利益 1,069 3,211 200.3

売上高 74,835 40,059 △46.5サービス＆ソリュー

ション事業 営業利益  △1,545  622 ―

売上高 △1,928 △2,464 ―
消去又は全社 

営業利益 △767 △1,039 ―

売上高  183,070  172,194 △5.9
合計 

営業利益  △1,242  2,794 ―

  （事業区分の変更） 

当社グループは第１四半期連結会計期間より、これまで培ってきたノウハウである情報通信サービスを

基盤とし、携帯電話販売を中心とする「テレコム事業」と、医療ヘルスケア分野・ネットワークソリュ

ーション分野等でサービスやソリューションを提供する「サービス＆ソリューション事業」の２事業区

分に変更しております。 

 なお、前第３四半期連結累計期間については、比較を容易にするために組替表示をしております。 
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